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Witllthe~decreaseoftemperatllre･Forexample,
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withthecxpcrimcntsofotherrcaetioncolumr)S.
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uorcscentlampfurnishesalltherequlrCmentS.
t
(/

Ontheinspectionofmosquitocidei.lCenCe･Stidiesonthebiologicalassayofinsecti-
cides.X.SumioINAGABAŴ ,Shir°St加IT̂ andShozoHIRAI･(TakeiLaboratory,Institutefor

ch'CmicalRe:search,KyotoUnivercijy..Takats叫)A,Ohsaka)ReceivedNov･2Ⅰ,1950.BotylL-

KagakuSl,20.6,Ⅰ93q･(withEnglishresume)

34.蚊額線香の板東について 殺虫剤の生物試故にかんする研究 岳Ⅹ報*

長沢純夫,任凹史肌 車位省三.(京都大学化学iw究折武居研究室)35,ll,21,受理｡

T.緒 言

蚊収税杏の捻iEについては, さきに長沢 ･法蔑 (19)

によって生物学的方法による有効姥判定の見地から,

I)enzophen.on占況Hlの試料をもちいて一応の実蚊と考
察がこころみちjtた｡今回若干の試料をえたので,な

お･一･二の開祖を考劉 1る口約で･一速の化学分析と

生物試験とをこれl手たいしておこなった｡その結果をI
ここに報Lii'･する｡

II.供.試蚊取線香

･本邦蚊収税番数辻業者の',H晶中よE)f環 にえらんだ

ノ

′

9JS短と昭和1.8年および 20年日本除虫菊協会l=,よっl
て発行された梯準蚊取除昏2校の都合 30柾のIR晶を

本突放の試料とした｡位宜上1,2,3,････30.の覇号

をあたえてこjLを代衣せしめておく･｡な声標準蚊取松

香としてiま本年皮製浩の市販品のうちから-試料をえ

らんセこれにあてた｡これにたいしてはいま S の文

字をあたえておくこととする｡これら試料の批 申訳,

形状,色彩などの講性質を表示すると約1式のごと･く

でb･る｡

Table1.Severalcharacteristicsofsamplesoimosquitocideincensetested.＼

Colorl)

Forestgreen

Freヮchgreen

Hay'S･grccn
Civettegrce.n.
Saccardo'S 1
uml)er

TalVny-01iI,e
Hay'sgreen
Saccardo's
umber

Tawhy-olive
Aekermann'g

＼green
Jadegreen
Romangreen
Tawny-oliヽ,e
Schamrock
green

7nu4L{1100nU67nU7CT.‖凸

8
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.
】

19.
2

6
.
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12こ48
ユ5.04

19.18
16.36
]1.52

ユ8.04
13.14
14.02

ll.】(ト

7.36
ユ】.16
15.04
1】.52

12.48

,*琴始御懇篤なる御指導と､御援助をたまわった大野稔

博士ならびに大阪市立大学理工学部大軍済助数枚に探
苗の謝意を表するもめである√が,とくに供試昆虫のqr.]

官は松村孝君の努力により,数倍の計井は書信墾雄の

･益力に負っている.o銘記して感謝の意を表する次節で
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ある｡なお本研究の生物試故にかんする突放と考察は

長沢がこれをおこない,化学的方班による有効成分の

先攻には住田があたつ:k｡あわせしろして受任をあ竜
らかにしておく次節であるOまた本TW先は文部省科学

研究費の一部によっておこなったものである｡こ､こに
Lるして謝意を表したい｡1 .
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I)Determined､hyRobertRidgway'scolortahles･tn)
2) MeastlredhyTanaka′scornhardnesstester･
3'.StandJrdn105quitocideincenseinthisexperiment.
-,5''1943and1045Officialcontrollestmosq､litocideinccn'screspectively..
爪,7) PyrethrinslVereChargedhysuffusionmethod.

Table2･ChemicalanalysesofsamplesofnlOSquitocideincensetested1)ynew
volumetricanalyticalmethodusin'gbenzムlextractionproposedhy

Wakasonoet̀al.(40,判)
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Table3.Percentknockdown-timedataformosquitocideincensesample.q.

hi-O.叫.itocidefN｡mh｡roff. N霊 ecrtof L ,Tiロe(min°).

IIT･化学定年の部

(1)定丘法 有効成分合和正の_tだilinには t)enzol地山

による所締HiLi法 (若図 ･平岡､･武居(JO),苦闘 4̀1)によ

っておこなった｡

(21定丘の結果 上記の方法によって定鼓した各試料

の石動成分含和正は節2炎のごとくpt-ある.､･

IV.生物試毎会の部

(1)供試昆虫,試駿装置および方法′供試昆虫とLT･

は当m･兜基において艶代飼育をつづけてきているイエ･

I:ェ MJscadimesticaL.の羽化後4JT5日を凝過し
/ヽ

た健全な仰 木をもちいたが,J･この飼育益墳条件はさき･

に長沢●.･汝貯】9)′によってのべらjt.たところとおなじ

である｡貼乱 '方法ともにまた同論文にしろされてい

るが.ただ.T.I.(火を琳易ならしめるた吟に仲 絃 とがら

･'やでおく必要がみとめられなかったので,これをおこ

なわなかったことと,雌雄混合状態において試放した

点がことなる｡本実陵は昭和転年8月14'RよE)9月

12日にいたる30日間においておこなったものである.L

(2)突放結果 標準ならびに祭供託投香の時間 (T)

と致落下仰壕虫数率 PKt'Oo;)と?関係を式にしてし

めすと約3炎のごとくであるOA-在寮は光祐(19)におい

て lふ zophenone潤 fll蚊取紋香の蛭に基因するイエI

203

バ千の致落下仰席虫数執土これを Illissのprohit印

仙 こおきかえると,時間の対数にたいして忙税ゐ関係

をしめすことをしったが.-以後の考岩手を芥易ならしめ

るために,この法則の成立を予測し,'妨3衣の罰俸を
1次変損の固燭方程式にもと吟た.そP結果は約4炎

のごとくで,あわせしめした X'試故の箱男ミはいづ九
のものにおいでもPr>0･03のlh.をしめし,先-m同様

削 鵬 と同情欄 とは抽Lu誤差?範囲内七一致してい.
るとみなして差支えなく.,ここに実験材料および方法

ともに満足すべきものであったと思考される｡/
V･労 ＼､轟 . l

㌔(l諾 :芸t完琵 芸豊 吉Z::;I:etFhr,iinnSs蒜

つし.･では,つとにAhbott,())Tattersfield,Hohson

&Ginlmingham,(37) T̀attersfield.皮fTol)son,(38)

Tattersfield,(F9)Gnadinger&Corl(9-10)などによ

?て研究され･わが国においでも武肘･今木･ 3̀?･33'･･

武田 ･,今木 ･大野'･'山県触 らにより1ヶ年の貯跡こ
､おいて 9J)～30%(40%)で,気瀧がいちぢるしくこれ.

に影瞥することがあきらかにされている｡エキスの変

'JJ.Iについてもまた武r･:･･第1封 甲仲35't.=よって研究

され,蚊卿 のそれにかんしては武m･=E掛 中岡'36'
によってつぎの事実があきらかにされている｡すなわ
ヽ

/

●′



I
防 虫 勧 学 終 15_故 ＼

Tal'le14.Summaryofdat'aofexpermentsformosquitocideihcen'Sesahiples.

7くegrcSSionequation

Y--a+a(.Y-x)

.lr)cgrecsl rProbabili-IVaria.hceJVariarlCe

(PT) 1met-era Inlet-erb

YI-I-J,216rJ4+.3,Gt'):ilJO(X｣.07446)
Y-rl.2091;-)T+4.411=-10(X-1.0胡75)
Y-i').1･-7120+4.50.-d9(X-1.0166S)
Y-i').15206+3.7893!I(X-i.0.-JO12)

yy≡喜.･38637塁;IS.･,6諾 txxIi:3漂 ))
Y-[).34098+3.48824(X-1.06-77.-7)
Y三=4.99739+3.59301(JY-1.1Ⅰ632)
Y=4.63789+3.9S623(X-1.23034)
Y-5.41133+3.40377(X-1.01667)
Y=={7.26756+3.36627(X-1.06108)
Y==4.f78729+3.76303(X-i.14377)
Y;=L,-I.1442rI+4,20961(X-1.04206)
Y-i-).31ユ41+3.38478(X-1.07446)
Y==5.30L細7+4.03083(X-1.03.-J43)

芸当 :孟芯 霊 :…認 荘 壬:里雲,2873
Y-5.3り2117+3.76731(Xll.01009)
Y-5.22070+3.201T''9(X-1.08450)
Y-5.39047+3.33862(X-1.03SL53)
Yこ己5.08968+3.08936(X-1.08865)
YE5.08527+3.11377(X-1.110601
Y=5.26892+3.6.3869(X-1.04835)
Y=5.00234+4.19037(X-I.102.-)3)
Y--5.ユ6611+3.30400(Xll.10382)
Y-4.93765+4.2385ユ(X-1.16195)
Y=5.ユ4737+3.61629(X-I.10093)
Y-5.0976.7+4.11418(X-I.10439)
Y-5.11600･L4.03483(JY-1.08232)
Y-4.92280+3.58669(X-1.13385)
Y-4･97･934十4･18974(X-1･14974)
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ち蚊取税杏の変矧ま.乾花乃至由 ミaそれにくらべて
非常にすくなく,1'i印和平均15%以下にすぎない古土
れは税香の莱即 ;紐帯で内部に存在する pyfethrins
がさ気および光悦によって影響されることがすくない∫
のによるものであるとL,ときに20%以上の変質をし

めすものは,とくに防取剤が pyrethririsの変質をは

やあるためであると結論している｡従犯 ･蚊取投香はI
常道の倉肘 態管の釈放において.年約10%の pyre-

thrins の分解刑矢があるものとされてきているが,

おそらくこれは武E:･ら(36)ゐ報if.'･をあやまって解釈し

た枯月ミではなかろうかとかんがえられる｡Jなぜならば

諮報Ld･･Cも 1ヶ年貯砧後の変質をとbあつかった相月王

で.そか｣戎上長糊にわたる肝斑の影野についてはふれ
ていなllLからである｡もし年々 10% .うっの分解汀状
があるものとするならば,蚊取投荷巾に合'JJ.される55

mg.･E勺外の byrcthrinsは,数年の肝臓においてほと

んど皆無煉劾とならなければならないはずである｡今

回韮-#らのtjii放した拭抑こついては,ほとんどのもの･

においてその軸比当初における分析の輔恥をかくたれ

このことの当否は決Ei!Lがたt.Iが. 2.3の試抑こか

･ん守る分析の結盟込､ら推,ji!するならば,紘香の形矧と

淑 ･てi羊Pyrethrins一の分附 状 は一般にいわれてい
るほどにはすみやかなものではないようである｡すな

l
わち No.4.の独行は 1943年 6'月日木除虫菊協会よ

り発行さオ峠 班準蚊収税番で,■発行当跡 こおこなわれ ･

た分析の結果にも.とづtl,て褒示された pyrethrins合 ′

和丑は 62mg/loosI(0.62%)であるが,1細 年3月

雑著かfrl'!坂品位道の控準にもちいる目的でこれを当折 ､
究室員に依捌して分析した鴇菜は 5.1｣5ibg･であった｡

しかして本年の分析結果は 5-1.3mg.で製造当初より

1919年までの6年間に 10.5mg.の分解粥失 (16･94

%)はあったものと推定されるが,昨年より本年にか

けてはほとんど分解はおこらなかったもののようであ 'ー

る｡ No･5中晩毒割と194LI1年6月に同協会から発行さ

れた標準税香で,､発行当初の pyrethrins合有虫は

53●mgl(0.53%)である｡これはさきに長沢･珪S(19'

が h占nz.ophcn'dn'e況月倣 解除否の研究の際･その培 .
肌U'としてもちいたもので,この研究を抹じゃた1949

年･..川 に分析した絶刃王は,光托 (19'にも,しろL_たよう
に pyrcthrins37.3rng.でおった｡4年間における '

分脈刑火は 1''･.7mg･桂皮で,年 々 10% 内外の附失 ,､
があるものとするなら̀ば 31.8mg.まで減少していな

ければならないはずセあるoところでまた本年の分析

結凪･ま37.6汀ig.で前年と比較しLC粥矢の程度をみと-
il∴

めるt.とができない｡一万1931年に襲治されたNo･1

1'J35年製造の No_2,1'J37,年製造の ,No･3などす■′

I_nt)
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でに10数年をへた般香である串めすでに pyrethrins ′
はほとんど分解滑失しつくしてしまっているはずであ

るが･如実はこれに反トL{いる｡こうしたことからむ

んがだぢ九をことは蚊取払杏の由態lキあっては,普通

の保管状態では製造当初においてほ､斗剤程壁のすみや ･
かな有効成分の分解粥矢があるが,それJ式後の分級ま

きわめて粒浸な状態でつずけちれるのではなかろうか､

ということであ争｡もっともここに考察の資料とした

化学分析の結果は,すべてさだむもところにしたがつ L

て許容突放誤差の範囲内でおこなわれたもq)と仮定し ､

てであるolこうかんがえられるため.には,･また武E･ら
(34)の乾花についてえられた ｢長期貯獄中の pyre-

.thrinsの損失托大部分採取年および翌年の夏,すなあ .

ち py,ethripsの合市立?たかい期間にいち哀 しく,

約3/･liの鼠 すなわち pyrcthrins合有畳が1%以下 一

になれはその択次はいちぢるしくない｣という事実が

役立っている｡

(2)pyrethrinl.Ⅰ と ⅠⅠの比率 刷剤の依fTlt袈

訟王位をおおIくへた蚊取扱香のような叔縫製品におしel

T,は,そのなか.に合有さ叫る.pyr叫 rin'ⅠとILの

比率の一抹蛙(standiJ一ger&R_uzika'2')は乾花にお

いて 4:.6の比率をのT{ている)乃至一部にいわれて

いるようTf冠年変化の存否を概観することは,上述の

定立法をもってしてはまったく不可能のようで,未定

丑の結果には刷資材の影響が多分に存在するものとか一

んがえられ,この結果をもってほやくよりいわれてき

ている pyrethrinIにおけるknockdolVn effect

/′

$115*■

る｡すなわちこ叫ま.,I

･ x2ご＼くbs-bT)2 .＼

b 去 .去 ′ (Bliss) 5̀'

の式によって slopcbにかんするX2-testをおこな

い,それよL)えられた､p,の位をしめすことによって

あきちかにされうる｡ここ'で1/Aiま:slopebのvar-

iahceでその数帆油 1謝こt,めLであるo S,Tは

それぞれ標準･供試の綻杏であることを意味するここ

の場合の自由皮は n'芦1である｡その結凪主節5炎
のしめすごとく, N0.2をのぞいていづれあもあに

おいでも一九>0.05となり.粉乳供親両税杏のblこ
かんする誤差 X言は有意でない. すなわち抽出誤差

ヽ
の綻田内で, bs-bT とおくこ.与ができる｡換言すれ

ばふたつの回侶直税は平行で,■捺準拙香と供託松杏と

はいずれ'もはi'同質とみなせるからprol)it5の点.

すなわちITPJr50を比較すればよいわけである｡も

っともこ.のような場合は kの任意の位にたいして
(X,rXT)A-COnStantとなるから控堆択番の回愉方

程式をもとめ.{串けば,厳卸二は供試税杏では重点観

測をおこなってその結果から回府方程式をもとめて比

較する必要がなく,ある時間における一点勧湖によっ

ノてその相対有効鑑は容易にもとりえられるはi5である｡

(bliss)(5) もつとも正砲を期するためには,訴訟が

斑少であ冬TPR-50において比較すべきである｡除

虫菊蚊収映香においてみられるこうした都矧t,今後 ･

' ＼ TabLle5.X,-testofdiscrepancyirlSlope,a.(Degreeoflfreedom_,巧〒1)i

の磁位性を証明することもむづかしい｡ ,
(3)落致下仰転虫執能率 的 1毅にか げゝた同相方
程式中の bすなわち致落下仲宿虫数能率 (I/a-q抵

抗性の標準偏差)は',波圧には無関係にはi･一枝の肌

をしめすことをさきの報告(19'にしろ､Lf'れ この和

実はまた今回の突放由実にもみとめえられろようであ
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における生物学約枚定法の切易化つの可能性を略式す ~

るものである｡もっともhenzopheneその他の合成 一--

薬剤またはアもど酷刑の粉末などの天然物が混朋され

た場合は.致訴1..-仰捜能率 bにかんして, 一応の絵

封をこころみたうえに率いてこうした桧LB方式の探FT

を決定しなければならない｡

ll
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(4)絶対有効度と相対有効度 前節において,除虫Zju'

蚊収税杏の和効兜の比帆 t..TPA-50,の点においてす

ればよいことをしった｡そこで大沢 ･長沢(2]) の求'-T;

方式にしたがって按狐 供拭'd映杏の0次における絶対

-Jl効既を計井し七炎,前することとする｡その枯架は約

6衣の=Tとくである｡さらに約6衣の結加 ､ら招79叔
収税杏にたいする供託蚊収税杏の相対有効圧を計許し
てかかげろと,約7炎のごとくである;なおここでそ

の歎Tlrlはしめさないが,放た:･ら(36),君国(41)の式によ

る解効虻の井出結果も,また西門(20)の式によるそれ

とも妨7表の結果は前掲(19)伺梯一致しない｡

. Table6.Absolliteeffectil･elleSSOf

mosquit∝ideincensesamples･

(i)pyrethrins､含有量と致落下仰拡時間とlo関係

tl'd節においてしった除虫菊蚊収税密の致落下仰積出

数地車bは.汲哩に閑旅なくすべての同信組において

袖山訴訟の油田内でひとしいということは,膚映香の

含有する-pyrcthrinsがその別剤とは無詞係に,きわ

めて有効に昆虫休に作用するものと佼正した場合,一

般的たこの有効成分合有丑の対数と,致落下仲居時間

の対痕とのnu妃ひ七つの由数詞除が大体成立するであ

ろうことを暗示している｡すなわち.

C･1I--A(OstlVald)(22)

の四隣がjrJ)持されるのである (～,A:常数)もそこで約.
2一知の約4軌こしめした全pyrethrins正の対数をも

とめて榊 帖 と(),.約6末節4茄の Tqを附 加ことつ

て,その詔係をrラフの上にもとめてみた｡その結果

は約1図のごとくできわめて散漫的な位置に試料の座
Table7:Relativeeffectivenessoftest

:霊 :･霊 ……nn'eceen:see.t6thes-tan°ard㌔

M｡squit｡cideIMeqian-.effec-
tive'equivalent

eo
InCCnSe

Medi'an.effective/

epqyurie霊reinnts
concentati6'n～

標がおち,二者の問に曲数関係をもとめることはいさ

さか困難のようであるoところで前述のごとくp_yre-
thrinIは落下仲居効果すなわちknock-dowzieffect

をおおくもち,反対に･fm rinIIには敦死効果

1;thateffectがよ､りおおく存することがいわれてき

ているが,蚊収嘩杏の旅矧こ誠囚するイ工,.'ェの落下

他歴がこうした学設どおI)二m-約1とpyrethrinIの

効力に稲せしめうるかどうかを総pyreihri占Sについ.-

士卒こなったと同様に図にかい七みると.これもまた

不規則な位矧こ挺控が散在する｡'これより上述の方法

によって化学的に定宜しも有効成分合有丑と,生物Iqe

的に有効斐詐取の療準としてえら'んだ致落下仲居時間~

とは,ある程琵別同の意味をもった数値であると解釈

され Cnt-みの園係は成立しがたく,~したがつ七枚

定結果の衣,読には,かならず二者.o歎位があわせなさ

れなければならないこき)も 容易にうなずかれる｡-
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町税出漁はしての実際的脚 】の見地からかえがえると,

後者すなわち;生物学的に評価した有効皮によりおお

くの韮みをかける方針のもとに蛤定をおこなうの考;松

雄な組成を有する蚊砺昧否のようなものにおいては合

理的ではなかろうかO-

T

ql"hIぎTtz!
otp!】
upLOP増C
u
q

uY.tra
岩

一.

●●

I.1I.09.9 .I--で I /L

a..:- .pr" ･t._〆S_..Br
!rlPi.;.IA

Fig･1･Therelationshipb?tweenthelog ～
total●pyrithrinscoZitentand＼thelogmedian
knOJckkowntimeinmosquitocideincense.
Line.AAiisthetolerancelimitin'chemical

1 analysis40mgperlOOg､which isnow ad-
optedgenerallyinour-country･andBB'
isthelineoflpedianknockdowntimeof
theCOntrOlmosquitocideincense･Nos･1,
25and28arethesamplesteStedandS･i三､ヽ
tlleCOntrOl･ .

もとにもどって筋1回の園係を,もう1度ここに考

娯し七みよう｡約1回においてpyrethrins合有丑の＼-■
対準位1･6(a在の成定丑.40mg)をとおる1紘 AA'
は化学的方法によってなされる合格,不合格品の判定LIJ1----1_
限界規で_ある｡すなわちこ?rmより右側にある晩香は

合格品であり,左側の試料l羊化学的には不合格として

はねられる税香である｡･∵方控棚 番 S【の座標をと

_串J?て AA′税とは芭角の方向にひかれね1映 B13 ′′
I(.tl,生物学的の基礎をもつ合否判定脱であるoすなわ≡芦■■巴i

ち.この伽 モら下にある臨香は合格串で･上におちた紘

香は不合格とみなさなければならか ､も.のである｡

AA′班は規掛キよってさだめられた pyrethrin'siill
- にもとづく1税であやから規格が変吏されないかぎl)I

与れはつねに創立矧こある｡叫 に反して IIB′弧ま
一一供託昆虫,試貌技術,窃故条件などにかんする変災封凶

に基因して,濁声限度にこれら?要因を調製しても･.

なお?ぞくらを?できなし濯 差をもつものであるから,

一等丸はつねに多少とも動的なものとかんがえなければ

ならない｡両税の交点を0とすると, A'.OB:の中に

入.考税杏は.･化学的にも生物学的にも合格した蛇香で,

. 比対にAODに入る紘杏は化学的にもまた生物学的に

21.'1 ..
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節 15魂
′

も当然不合格とならなければならないものである｡一一

万 AOIl′に入る紘香は,･おおくのpyrethrinsをも･

ちながら実際的佐用の段階においてあまりおもわしく

ない,W香,すなわち批 技術の点に'ぉいて不良な袈品

であると解釈される｡'事実 No･25_は市場よりの返品

を再度ねりなおして製造したものとおもわれる,きわ･

-赴くかたい発塩丑のすくない製革でこ(?区間におちる

ことの説明は可能である.これに反して A′0liに入

るものは技術的に俊秀な税香であるといってさしつか

えない,AJoBのなかにはいるNo.i,は, AOBL

区にあって割合にたかい有効度をしめす No･28とと

もに機械の打抜によって製造されたもので,この区間

におちるための説明はつぎのようにいってさしつかえ

なかろう｡すなわち打抜法によってつくられるため紘

香の切口は時i･射玖こちかい梯形革なっておI)･燃出/-

によるpyrethrinsの揮発両税A.;そのためおおきくな

っていることに韮囚して,こうしたたかい致落下仰揺
率がえられるのではなかろうか｡もしこの解釈が安当

7:･あるとするならば,.挺済的事情は別として,廃塩形

態を円形のものから短くの形にかえることによって.

より有効な-&品の産山が可能となろう｡却実故時中代

用紘香としていくつかの発壇形態をもったも句が試作

されている｡塗布脱杏として No.9t No･30の二

校を実臨試料にもちいたが, pyre'thrinslOmg内外

を含有する台に 350mg程姥のPLyrelhiin石油液を

塗布することによって35mg内外に趨せしめた映杏は

よく55mg内外の裂晶に匹敵せし､めうると従来からい

われていることがらの当否を検討するこちは,今回の

試料がすでに塗布そのものによって･化学的合格圏に
適してしまっているため不可能である｡究虚形態によ

る致落下仰麿虫数率やちがいと,pyrethrin二石油液塗

布による有効度向堤の問題は,今後にのこされた研究

課題である｡ ･

ところでここに注恋しなければならないことは,化

学的方法によってそ､の試料の合否を蛤定する親塀を今

回のごとく40nlg-というように,単なる数値をもっ

て脱EtiEL_ていることがほとんどま?たく殺虫剤として

の実用的取越をかし,.1いることである｡さきにのべた

殺虫剤の有効箆と有効成分の含有虫とはことなる′とい

うことをあ､んがえあわせれば,こうした奴格を机上的

にもうgることの予盾はすぐわかることで,'やはりそ

･の時にももいられた捜教組香の有効成分含有出を.化L-

学的方法による試料枚冠の日やすにもってこなの tば .･

意味がなして｡すなおちさきの AA′晩 BB′組は∴と-.
もに標準扱杏 Sの圧増をとおるべきものであって,

机上的規格の数値に基礎をおt-､てひかれるべきもの7:I＼
な■く,ともに校定の標準試料に益雄ずけちれたものと

するのが当然であろう｡

●/
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r'yrcth一触 分･Jt托 40rng 以上こ.中央致落下仰揺
91放甲をしめ･P珊が 10分以内,というように塊rt起
することは,前芥は物Ⅰ到ヒ学的の謂性Tlの迩合作川に
より一役称は供託昆!ll.粥扱技術.現幻発作などにかI
んする変災V,<t内によっておおされるから.蚊榔WT･の
みならず,先物を刺戟対塊とする松雄な物Ttの桧MJに

は.不適当というべきで.こうした叩なる机上的の協

定数仙 まただしい規格恥狩ではないというそしL)は当

.戯まぬがれえない｡

学 節 15 班

しろ･したような.化学的._生物学的両者.69検定を考Ea.

する竹理図は.妨2回のごとく二者をくみあわせた直･

交の形式をとろのが適当であろう-.すなわち弟2図のl:

･f帆ま控壬Fl.m再の有効成分含有丑をしめす1校で.･_罪.

I+E.･雷二りまその正flの菜却限界税である9化学的に.

はこのPm･却Fli界のなかにおちた枝番が合格品とされ

るもので.I ･7-Eの外にLuた場合は布効成分合有丑が＼

規だ甜 こ過しない粗密であるから,･このようなものが･

桧滋の際にでてきたときには,･これが氾出された理rfl

をしらべて晶1円改良をかんIがえなければならない｡-

7JJx-+eの外にでた班杏は,位m者にとつてはよいが,

_それだけあるいはおおくの原料をもちいているかもし

､ iLないから;製造課者にとつては一考を要する開過で

Eig.2.Chemicalandhiologicalinspection
controlchArt■on.qtlalityofmosquitocide
incense.-1Typotheticaldata.芳:aver叩e
totalpyrethrinscontentoftheeotnTroltest
mosquitocideincense;雷+9and方-C:pills
andminusControllimitsinchemicalana-

lysisrespectively;ラ:medfanknockdolVn
-timeofcontrolincense;タ+e':plugcontrol
'limitinbiologicalassay;theminuscorlt'rol-
limit,タ二e′,isnotnecessary,becausebight
lやffectwillbehopedur)limitedlyhymanu-
facturersandcons-umers;S:＼pointofthe
controlincense.(A:areaofinsufficient

pyret,llrins.contentandofinsufficientbio-
logicaleffect;'71:areaof畠uffcientpyre-
th'rinsconteritbutofinsufficientbiological
､efLect.showinTgpoortechniqueinmanu-･
facture;C:areaofexcessivepyrethrins
eOntentbutofinsuffidentbiologicaleffe-
ct,shows.ngpoorertechniquethanthearea･
Tl; D:'arealofinsufficientpyrethrins
ICOntentbutofsufficientbiologicaleffect,一
sholVinginex∝11enttechniquein mant1-
facture;F.:areaofsufficientpyrethrins
contentandofsllfficientbiologicaleffect;
F:areaofexcessivepyrcthrin{contentand
ofsilfficientl'iologie.llcfLect.)

そこでこうしたことがらを琴曲 こいれ-{･.･もう,1旺

約1回の関係をここに晶円背FE,号砲の見地から.･かきな
おして押 してみ叶 ｡今回雑著ちか本訴文にお十･て■ヽ

ある｡さきの '̂A′紋は :訂-eの娘に相当している.

そしてこれらゐ帆 まは 同ゞ湖 勺である｡e.のArilをどの

ようにしてさだめるかば.脚 .tには小田木の町輪から′

もとめるべきである (桐山)(18)那,従来の技に大標本-

の場合にもちいられる3gをもってこれたあてるか,

(たとえば Knudsen(19)など)-あるいは年′10% の械 ･

,少をみつもってそれだけの捌 旭 協定することも虻だ
J･.かんがえられる｡また一･))･タは廃 校香の50% 致 ′

手許下仰伝をイ-′くェにあたえる時間の対数僻をしめす

税でタナe′はその粟瑚上限である｡こ土で安部下限 夕

題鼻 C′はこれをもうける必訊土全然ないといってよかろ ･

･-)Oなぜならば,化学的に介格風にはいった試料の11'

効皮を,そのま のゝかたちで技術的に町ドせしめるこ

とは閑雅で,もしそうしたからとて拓済的にもなんの

-意味もないからである｡有効既のたかいことは,汎発

' 薪,製造業者いずれも欲するところで,ノまた蚊収税杏

におけるこのrlrl･の最大他ま人畜に,P,なおよぽさ.ないか･

-らである｡すなわち タ+e'より下におちた試料は合

格とみなされるもので,さきあ BB′税がこれに相当

するのであって,タの位置に BB'税をもうけたさぎー

の場合よりも幾分あまい検定限界になったlといわれう

Jる｡これが前者のほi･同定的であ7?のl羊たいして可動

的なものであることはいうまでもない｡ i′の決風土

ききのEとおなじガ掛こよるか,またはその同和班の

誤差限界を計井して,その正の数Aliあるいはその准数

借をもってくるのが適当であろう｡･
これらの杖分におけられた6_個の部分に図のごとく

′ A,n,C.D,E,FIの符号をあたえていままでのri
'･てきたこと̀を要約ナ考と,つぎのようになる｡㌻なわー
.ち,A..化学,･生物両披定における不合格品で最不一
′.良品,13..北学嘘定合格,生物検定不合格の製造技/
絹拙劣な製鼠C..化学校定合鞄生物検定不合格
のBにはいるものよりなお製造技術拙劣とみなされる
劉n7.,D..化学舵不合賂生物鹿合格の製準技`
術優秀な胡品,～E･･化学,生物両検定における合指

,'213
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晶こ F..化学検定不合払 生物検定合格の賀造技術＼
におい七考慮すべき裂晶で,華産額の点で考淀の価値tヽ

が!ないものならば,両桧憩 こおい七令蜂晶とみなされ

るもの_O.なおこうした醐 llの説明をよE3わかL)やすく
するために∴⊥鹿 にいわれている言鼠 すなわち粗密 も_

めききめ.effect･(中央致落下仰毎時間場 数 1/タ)と,

有効成分であるpyrethrins.との図体を,両者正負の
粟却限界税をもいれて図にえがき,一党の尖にまとめ

てしめナと筋3回とそ6下段にしるした説nnのごとく
なる｡

-一寸Pyrethrh-fOntやtLtA･一 旬 .ー

Flu.3. Chemicalandbiologicalgradu-

ationchart.onqualityofmosqu享tocidein-
αnse.-Hypotheticaldata.･Explanationis
LslJmmarizedinfollowingtable:-

ModeratelInferior

EELect J A -'i3 l c 串

Pyrethrinsr
content β ＼l ㍗

竺 encu.LnaocL蒜ingJAY,AP:ByIAα,BP,
"aencuoLnaocAP;inglAy'AP:ByIAα･BP･C,fBaC/3.･'Ca
事Dat･gerOuS･forconsunier(area.hatched
･ヽertically･) .

… I)angerous･formanufactre-r(areal!atc-､
hedhorizo_ntally)･

もっともここでこうした性交の形式に管理図をつくら

ず. x一組とタ班をかさねてひいた平行形式の管理図

によって扱定をおこなってもよいが,荘交形式におけ

卑よ~ぅな区分の説明は充分できなくなってくるのほや

むをえなし/･ところであろう｡-品質管理の開祖について

時,たとえば American-StandardAs5166iation.I
･=･■S,Eisenhart,et_,al.,(8)Grant,(ll,石田,(12)

Knud.sen'叫 lT ZS)埼tlJ, (16･17･】8)坂元,(24･!5･26)､si一

甲on,̀27'和気(一2).らの論者にくわしくしるされている｡
(6)有効茸による等級分封 ＼つぎに供託蚊取扱沓30試

料の有効由=-よる等級を.大沢 ･長沢(21)の方法にし

214
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たがいいくつかlご矢別してこれを未読することとする｡

大沢･長沢(.i)は-有効圧偏差をもってする△(わ)-=土nb.

の形によって税別する方法と,有効当立をもってする

i(j=n)〒ふや の形で分類する方法とをしめしている

が,ここではその前者たよってこれを大別してお.こう｡

__まづ標準蚊収税杏の有す右回府税Sの誤差限界を計許

して br(さきの致落下仰庖能率のbとはことなる)I.を

もとめ各と.0次において b-0･05809●となる｡〝の

問唱を-1とおいて大別した結果は第8式のごとくな方｡
･ Table8.GraduAtionofmosqllitocide._incense･

sampleshyA system proPdsedbyOh一
二sawa.andNagasawa'(△(n)-土nb)･

与erta.deeiI･(bu-?0･03809)I sample

-2

l

り一
3

4,17,19

･1,2,3,5,6,9.10,12,13,
14,15,18,20,22,9A,26,28

7,21,23,27'

ll,16,25;29,30

8

A 級は捺判 文様 香とほ刈司様の有効舵をもつもあ

とみなされるものであるo

VT･故事線香?検定事業郎 lんする所見ヽ
蚊取独行は,ただ執 こその有効成分わ化学的混血q)_

みによって有効価lTlを決定しうるものTCiなく,按耽蛇
収税杏とあわせおこなわれ.'こ生物試放をも衣読する

検定が必要であることは,すでに長沢 ･法粧(1-9)に
ょっての/･<られているが.本論文における考窮の結果

よL)してもこの主張の安当なことは充分みとめえらiL

たO殺虫剤としての実際的使用の見解においては,む

しろ生物試除桔朱によL')おおくのおもみをかけて有効

価値を判定するべきであるが,本試験法の位川昆虫が･
イェノミ工であること./)磯 盟によE3いぶし殺しの方

法をとっていることなど,なお検討されるべき点もあ

る現iE.このことの解決までは当分両者蛤定の結果を

あわせ表示してゆ.(施策にでるのが適当であろうoな

おここで検定試料の抽出は.小標本の理論にもとづく

挨砺法にiE).なさるべきで/製品の検査には品質管理

の論法が応用されるべきであろう｡･なおなた生物試陵●

をおこなうに際しても,推計学的方法にrよる池当な究

除計画をえらんでナる方向にすすむことが必要である｡

着効成分の化学的定量にのみほとんど依存している現

II

-行の検定都菜には,よろしく考艦がはらわれるづきで

あ･),同時に公定の試卿 臆準蚊収税香の設東は必緊 /㌔

の間趨とかんがえられる｡

r VII.摘 .~事

①除虫菊蚊聯 若干試料について.若図 ･,平岡 ･
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政凪 ー【40)苦闘 (41)の方法によ-ろ祁助成分含有丑の化

学的泣放校宅と,r長沢 ･法妬くi9) の方故による生物試

験槍だとをあわせIsこか ･.卓の紙IT<tともとういてす

こしく考窮をここ7)みた｡ ,
◎背通の環妃条n'･下における神託では,蚊収税-Tf巾
に桝 Jほれるpyrethrins'の現矢は.犯 された当初

においてはいちぢるしいが.'その後はきわめて蔽粒で,

このrulにおけろ布効度の減退もまたナくないもののよ

うである｡なお蚊械 香rflに合有されるpぎrethrinI､
と ⅠⅠの問には剤焚材その他の影繁で.上述の方法を

もってしては一定の比率をみいだすことは困難である｡

④蚊取税香焼詔のイ工,(ェを落下仰転せしめる偲率

7,はiキぽこ定であるが, この串実を前超として,

pyrethrins合-和正と致落下何点時間との問に成立す

るもめと期待された C"t-k相 隣はみいだしえーなか
つか｡

◎放落下仲宿虫数能率l)那,地山誤差あ範田内i:･ひ

とい ､こと.tも ある時間において供託税香にかんする

一点観測をおこなうことによ(,･'.その相対有効取去も

とめえられることを忠相し,これは今後における_tk物

試敬陵畠法の硯易化への可能性を暗哀し七いる｡ ･

◎蚊取扱貯め蛤凪L 化学.生物学両薪の校定結果

をあわせ炎示する方法をとろのが安当で,有効成分あ

化学約定丑のみにほとんど依存している現行の校定布

:r茄には.よろしく考艦がはらわれるヴきである｡なお

この際の校定試料の抽ultt,小控本の理論にもとづく
孜攻法によE)なさるべきで.剥晶の検査には品質管理

の論法が応用さ.るべきであろうo′
◎生物試臨め結果よL),希試料の有効圧を大沢 ･長

釈 (21)-起案の表示方式によっ'{しめt,あわせて有効

圧偏差による等級をさだめて 30試料の供託映杏をそl

のなかに大別し,一見してその低値の識別を容易なら-

しめたが,これらの結果は先学老(20･叫,Oによってし
めされた有効既評価の式によ-る井川数値とは一致しな

かった｡

⑦公式の試漁用地 収税香の設定はきわ妙て茄委 し

で.検定要目の決取 去すべてこれを基線 こしてなさる

べきであって,机上的の塊格散掛こ依存して槍定をおl
こなうことはいささか危険である｡
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/ Resume

MosquitocideincenseisoneoftheLpyrethnlm

i/nsecticidesWhichhavebeenmadeinJapan

withtheobj占ct~ofkillingmosquitoes. biting

midges, blackflies andothersmall1)lood

--suckinginsects-. Somctimcsthelowcffcctive

incencsc isusedtodrive away houslefliesl･
horserlics,greenbottlefliesandotherinsects
Whichcrowdonr早wfishesatJd otherfoodsI

9_rJOnbodiesofcattles.Compositionofmos-L

quitocideincensesgenerallyisasfollows:

PolVderofdriedpyretbrumflowerlVbich

containsabout90mgperloogofLIotal

∴ ･.pyrethrins-二･･･:･････-････60parts･
PowdeiofdricdleafandtwigofTabunoki

.I(MachlLusThunbe,g2'iSIEB.占tZUCC.I

var･glazLCeSunS,BLUME)asasticky
･matter･････-･･/････････'･･･日日･30'parts.

･Wooden､powder･.antim叫 dmatter,colodf一

顎Q

/

O

ingmattcr､nndothers---- 10p.lrtS.IÌ ､､
ThesematerialsarckneadedlVith･･sanlCVOlumc

of1,V-ater加dpushe-dout,int0年rOundslender･
rodsbystrclVprCtSS,lVhicharecoiledinpairs
hyhalld.Attirncscoilsareprintedoutby

hlaChine',sotheshapeofa-sectionis･atrape-

zoid. Unusually; masaror･i･Or plate shape

incensesaremademainlyforincreaslng the

e'Efectivcnbss･- ′′

In.thedays(1943-1948)､lVhentheinspection

oEmosquitocideincenses'was,conducted 7)y

∫;tpanPyrethrum Associatior),sample?were
･examinedafterthe'161lolVingregulations:

(1) Totalpyrethrins､contentindrymosquito-

cideincenseshouldbebver55mgper100g.

(2)′Coml,ubtion.timeoLacqilsho111dI-cpvcr
5110urS.

(3) WeightlOfLivepairofcoilsinContainer

(a7)oX)Shouldnot7)elessthan131.23g.

(4) Watertontent-占houldbelessthn12Per
cent.

(I-)JThereshouldhe.noremarkablecracksand

comlIustionshollldnotI)eir)sulLicient.I

HoWeヽ,erlVehaヽ'etopay′attentionllereI(I

thefactthatthesamplfScontainingtotalpy-
.rethrinsof5iI)nlgdonotallVaySShqlVthesame

efLectowlr)gtO_Variationsinraly material

andmanufacturingtechnique.Ontheotherhand,● ＼
itllaS･1)eensaidthattheso-called coatir)g

JnOSquiJocideincensechargedlVith35mgpyre-

thrinsbysuffusiontmethodshowsthesame

efrectastlleOrdinaryonescontaining55mg

oftotal pyrethrins･Therleforeivemightnot

relyonlyuponthe'resultofchemicalan･llysJs
and-areledtotheoplnlOnthatthebiological

/assaylS.aSnelCeSSaryaSthechemicalanalysis･

wehavetherc'forecarriedoutchemicaland

biological tests立multane.ouslyupon selでraI

mosquitoeiaeincense_samples･

NagagawaandUruha(19)alreadyhavereported

I;nTeentsheodusolfngbi:ioegicc.aLmaos:ayhO.fusemf誤 認 :
domeslicaL･)･.Themodifiedsmoke'chamb?r

method theyadoptedisasfollows:A piece

oLincenseweighing0.5gsampledFrom an＼
incensecoilisbumedfrombothendsinaglass

･吋lillder,-22cmininnerdiameterby45cnr
hi,gh,toniainingflies争ndthenumberofknock-

ノ.
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dolVnindividtlalScotlntedat'theinterやalson

gcomctric.lltimesc.lie.Andthentheequation

I(1rCaCh､rcgrcsslonlineiscalculatedbasedon

thethcorcticaIprlnCipleofthelineartmns-

form･1tionoftimemortality/9lr､,Cdevelopedby
llIissこくLJC'7)The,TLtestshowsthatinalltime
knockdowncl】rVCSthc ･ヽariationcouldlJea5-

cri7光dtotherandom s.lmPlingerror,anda

markeddifferenceinsusceptibilitywasac-

knowledgedbetweenmalesar)dfemales'.Forthe
/ ノ

purposeofbioldgical assayJhowever'there

seemsn(ineedofcontrollingthesex.Though,
l

strictlyspeak-ing,themosquitoisabsolutely
requiredasthetest.insectforthebiological

assayofmosquitocideincense,thehousefly ･

WillansIVerthepurposeandis■ratherI-preler-

al)letot!leformerfromthetechnical.■pointof

view,ifonly'therelationshipbetweenthesus-

ceptibilitiesofthetwohasbeendetermined.･

Lastlyitmaybe'emphasizedJ'ustlythatthe

hiologi&nasiayisevenmoreimp?rtantthin
thechemicalanalysisbecauseanince'nseshollld

l光apPraisedbyitspracticalefficacy.

Thetestwasmadeoniricensesgathered'from

market,ofwhichtwoIVereOfficialcontrol

mosquitocide･incenses autho主ized by Japan

pyrethrilmAsSムciationir)1913and1945(No.4

and5inTal'leI).Seveial 'characteristicsof

theseSamplesareshownil一TalJle1.

Atfirst.thepyrethrinscontentiheachsample

wasdetermined.AnelVVOlilrnetricanalytical

methodlJSingbenzol､extractior)rproposedby

Wakasonoetal･(40･ll)､vasadopted･Theresults
ofanalysisaresholVninTable2.Ⅰthasoften
巳;i

beensaidin-ourc-Ountrythatthepyrethrins

inmosquitocideincensewillhedecomposed

about10percentyearby.yearllndertheordi-
mrystoragei石Storehousc.HolVeVertheresults

asgiヽ･eninTable2S'howsthatdecomposition

ofpyrethrinsinmosquitocidcincenseisnotso

rmchasbAelievedgcnerally･The■rateofdecom-
positionisal)Out10percentintheLirstyear,
hutafterlVardsithecomsmuchless.Owinglo

themiScellancousaccessoryIngredientthemtio

betweenpyrethrinsr●andllinmosquitocidc

incer)seisnotconstantjudgir)gfromtheresults

hyltheablovementionedmethodof･chemical

analysis.

Atthesecondstageofthework,theeLfec-

tiヽでneSS-ねsexaminedlbiologicallyoneach

sampleinthemodified smokechamber.The

percentknockdowntimedataareshownin

Table3.Thepercentknockdownswere､con-

'ヽertedtoprobitS,lVhiehlVereplottedagainst
thelogarithmsofthetime.Foreachsample

theregressionlitleandthepro7)ability forx2

thatthedatamayI)eregradcd-asnothetero-

geneousforeverysample･ ･̂ndtheX2-te'stfor,

thediscrepancyin'slope,7',7'etwccnthestan-
dardandel,CryOneー0'Etheothersamplesshows

thatthedepartureI光tWeenthemisnotsignifi-

cant'i･C.withintherandomsamplingerroi

(Table5).Thisparallelisminth占time-knock
downregressionlinessuggeststhepossibility

tosimplifythebiologicalassayofmosquitocide

ilicense,becausetherclatil,eeffectivenessof

atestsampletothestandardisableto tX

evaluatedatanylevelofmortality･.Withthe

parametersinvolヽ･edintheregressi'onequationl

theabsoluteeffectivenesswascomput'edfol-

lowing theLormulationproposedbyOhsawa

aiidNagasawa(21)(Table6).Then,therelative

effectivenessofthesまhpletothestar'dard､ぬi～
estimated(Tal)le7).Theresultsofthis･esti二

nationdonotagreelViththos'eofthechehicalヽ
analysis. TheeffcetilCnCSSOfmosquitocide

incensecannotbedeterminedonlyby the re-.

Suitschemicalanalysis,aT)dtheinspectionof

qualityofmoISquitocidciTtCenSeSshouldberc-

Eerr'cdtothe.re.;ultsolbot'llChemicalandbio-
logicaltcstg.lnthl'scase,thetestsamples
hal,C'tobcsampledfrommanufacturedproducts

follolVlng thestochaStictcchniqucs.Lastly,
gradLiatingthedeviationorcEfectivenessthe

lVritefsclassifiedthetestinceT】SeSinto-set,eral

grades(Table8).Fortheinspecti6n andias-

saysingeneralofm_osquitocldeincensesitis
abs61utelynecessarytoestablish theofficial

Controlmosquitocideincinsさ.

t
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